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　平成２８年度に、帯広市耐震改修促進計画を改定することから、耐震化の状況、耐震化促進に向けた施策と実施状況、耐震化

に向けた課題及び取り組み、計画改定の進め方及びスケジュールについて、平成28年5月24日の建設文教委員会に報告するも

の。

　■　提案・報告の主な内容(概要)

平成２８年度　第３回全体庁議（５月１１日開催）

審議 ・ 報告

（５）帯広市耐震改修促進計画の実施状況と改定について

　　　[都市建設部]

　■　提案・報告の趣旨

・特になし。

１　計画改定の背景・目的

　　国において平成２５年１１月に耐震促進法が改正され、地震に対する安全性の向上を一層促進することとなり、北海道の計画

と整合を図り耐震化を促進するために改定するもの。

２　耐震化の状況

　　・住宅全体の耐震化の状況 (H27耐震化率 88.2%）

　　・多数の市民が利用する建築物（多数利用建築物）全体の耐震化の状況 (H27耐震化率 85.1%）

３　耐震化促進に向けた施策と実施状況

　　・耐震相談窓口を設置し、多様な相談に対応

　　・耐震化促進のための補助、資金貸付を実施

　　・防災関連イベントなどでの耐震相談の実施　　など

４　耐震化に向けた課題

　　平成２７年度に建築物の所有者を対象に耐震化に関する意向調査を行った結果、耐震性に対する関心はあるものの具体的に

耐震改修を行うまでには至らないとの意見が多く、その要因として耐震改修費用の負担や地震防災対策に関する意識が低いこと

などが課題となっている。

５　耐震化に向けた取り組み

　　今後は更に、住宅及び防災関係のイベントなどにおいて耐震相談を実施し、耐震化に向けて広報や市のホームページなどで

情報提供の充実を図るとともに、耐震診断・耐震改修支援などにより、耐震化の促進を図っていく。

６　計画改定の進め方及びスケジュール

　　計画改定は、アンケート調査を参考とするとともに、庁内関係課で構成する耐震促進会議での協議などを行い、平成２８年度

中に計画改定予定。

　■今後のスケジュール

・平成28年度中に計画を改定し、平成29年度から施策を実施する。

・平成28年7月～    関係団体への意見聴取

・平成28年12月～   パブリックコメント

・平成29年3月頃    計画改定

    ※この間、適宜、所管委員会等に報告する。

　■　審議結果

・同内容で、５月24日建設文教委員会へ報告することで了承された。

　■　その他、指摘事項等


